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§１．研究成果の概要 

 

ヒトを含む好気性生物の生存において、体内の酸素センシングは必要不可欠です。体内の酸素

レベルの感知には頸動脈に備わる頸動脈小体が中心的役割を果たすことが分かっていますが、

急性の酸素センシングの分子メカニズムに関しては仮説が乱立しており混迷状態にあります。また、

体内の局所で、特に酸素消費が盛んな脳の局所において、どのように酸素センシングがなされる

のかはよくわかっていませんでした。 

本年度は、延髄呼吸中枢のアストロサイトが、低酸素になると TRPA1 カチオンチャネルを細胞

表面膜に集積させて数秒から数分の時間スケールで酸素センサーとして働くという、酸素依存的

なチャネルタンパク質の代謝が関与する全く新しい酸素センシングの分子メカニズムを明らかにし

ました。この研究成果により、急性の酸素センシングの分子実体の全容解明に大きく前進しました。 
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